
第６号様式（第 12条関係） 

 

実 績 報 告 書 

１ 事業者名 特定非営利活動法人ジャパン・フォレスト・フォーラム 

２ 事業名 
小学生わんぱく探検団 in糸魚川 

 

３ 実施期間 

第 1班：平成 30年 8月 3日～平成 30年 8月 6日（2泊 3日） 

第 2班：平成 30年 8月 24日～平成 30年 8月 26日（2泊 3日） 

事業反省会：3月 20日 

４ 実施場所等 

新潟県糸魚川市 

 

 

５ 対象年齢・ 

  参加人数 

小学 4年生～6年生  

20名×2回 計 40名 

６ 参加費 有料（ 1,000円） 

７ 内容 

企画運営 

 事前現地調査・打ち合わせ-７回（4月 1回、5月～7月各 2回） 

 募集説明会-2回（6月 16日、30日、於：阿佐谷地域区民センター） 

 参加者説明会-（7月 22日、於：阿佐谷地域区民センター） 

        応募者 134名、当選者 40名 

事業実施 

 以下の体験・講座を実施（1班、2班一部内容に違いあり） 

１、座学 

1-①ユネスコ世界ジオパークの講座 

 1-②糸魚川の大地と自然に関する講座 

 1-③糸魚川の資源の講座 

 1-④博物館見学 

 1-⑤縄文文化の講座 

２、体験型自然科学 

 2-①森林を使った体験…樹木を利用した遊具で体験 

 2-②化石探し…石から学ぶ歴史や考古学を体験 

 2-③博物館見学…地球の生い立ち、日本列島の誕生等から地質学を学ぶ 

2-④天体観測…夏の夜空を観測し天の川や北斗七星、土星等を実際に 

見つける 

2-⑤縄文文化体験…先人の行った、勾玉作り 

2-⑥鉱物探し…海岸で石を採取し石の名前を知る 

 2-⑦夏祭り「おまんた祭り」体験 

 2-⑧地域歴史体験 

 2-⑨地元畑でハーブやジオパークカレッジ開発したプチジオトープ体験 

2-⑩焼山に近い温泉場で温泉体験 



2-⑪ヒスイ探し 

2-⑫地の食を体験 

2-⑬初めての有償ボランティア体験 

2-⑭初めての仲間と初めて行く地方での 2泊 3日の体験 

2-⑮時計や携帯電話等日常生活で使っている物全てを持ち込まない 3日間 

 

３、まとめ 

 3-①報告書の作成 

 3-②東京大学 in糸魚川ジオパークフォーラム発表（助成対象外） 

 

４、事業反省会(3月 20日実施) 

８ 効果 

1-1-①：ユネスコの認定された地域で自然豊富な地域の行っている取り組み

を知り自然の保護と利用、人と自然の共栄共存について考え体験を通じて各

自が自然保護、自然活用そして将来の希望等を考える題材に出来た。 

1-1-②：ユネスコの認定地域ジオパークを遊びながら理解し、糸魚川市の取り

組みを知る、机上と体験から文化と自然の融合を体験できた。 

1-1-③：鉱物学、動植物学、地質学、人文学、天文学、気象学、考古学等そし

て新生領域の「ジオ学」を知る機会を体験する事が出来た。 

1-1-④：鉱物の種類を知り国石のヒスイ文化を学び縄文文化を知り先人の知

恵を知り、自ら体験し現代社会との比較から次世代を考える事が出来た。 

1-1-⑤：縄文文化の遺跡、土器、文化、外交、集落、等神話から実物を見学、

又、勾玉制作を体験する事で、縄文時代にタイムスリップし当時の生活を体験

できた。 

2-2-①：森林で遊ぶ、遊べる、ロープ、ザイル、ハーネス、ヘルメットを使い

少し怖いけど、体験すると面白い遊び、シンプルな用具で感動も得られること

を学んだ。 

2-2-②：化石探しの単純作業から考古学の神秘性を学んだ。学芸員さんの指導

を受け石の中から化石を発掘する作業は期待と夢を与えてくれることも学ん

だ。 

2-2-③：地質学から地球の生い立ち、日本列島の誕生や日本が糸魚川を中心に

西と東に別れ、文化、習慣等も糸魚川で理解できた。糸魚川の鉱物の種類の多

さからダイヤモンド以外すべての鉱物を見る事が出来た。特に「ヒスイ」は特

別にキレイ。 

2-2-④：東京では中々実物を見る事が困難、しかし糸魚川では満天の星を観測

できた、講師の説明から現在位置を特定する事も教えてもらった。天の川は特

にキレイでした。 

2-2-⑤：先人の知恵を体験し、作る大変さや工夫する事で物の大切さを体験す

る。 

2-2-⑥：海岸での石拾いは、東京では見かけない鉱物の種類や模様が沢山あり

鉱物に興味を持ち、地質に関心を持ち、歴史的に魅力ある学問に気が付いて自

分が拾った石を調べる事で更に興味を抱ける。 

2-2⑦：地方の夏祭りに一つを体験する事で、文化や習わし等を体験する事か

らお祭りの物本来の目的などに気が付く体験が出来た。 



2-2-⑧：机上で学んだことを実際に体験する事でより深く歴史について興味

を持ち、地域の生活と歴史の関係を学んだ。 

2-2-⑨：人工的なものに普段から接しているが、自然の色取り取りな砂や土を

使い、オリジナルな作品を考え実際に作り自由な発想を培う事が出来た。 

2-2-⑩：自然の恵みの一つに温泉があり、地下から湧き出る温水を体験した。

普段の生活では時間の制約に追われている中で仲間と時間を気にせず温泉を

満喫し癒しの体験が出来た。 

2-2-⑪：国石のヒスイについて、座学で学んだが実際に海岸で探す体験から探

す事の大変さ、手に取った石について考えたり、人に聞いたり、探し方を教え

てもらったりする中で、コミュニケーションが取れるようになった。 

2-2-⑫：毎日食べる食物にも色々なものがあり同じお米や魚でも味や香りが

異なる事を体験した。食べ比べは普段ではできないが、今回の体験で素朴な食

材でもがおいしいと感じた事が良かった。 

2-2-⑬：ボランティアの言葉は理解していたが、実際にやって視るのは初めて

の子が多く、海岸の汚れものが多いと気づき、畑では草むしりを体験した。手

間がかかるが綺麗にすることの重要性が理解できた。 

2-2-⑭：初対面で仲良くなれるか心配でしたが参加者が同じ初めて同士なら

平等だと感じたのか、打ち解ける時間はさほど掛からず 2 泊 3 日はすぐに経

ちもっと一緒に居たいと言う言葉が聞けた事は良い効果があったと感じまし

た。 

2-2-⑮：非日常生活からの解放の目的で持参しないやり方をしました。何もな

い中での生活は、各自が考え自然とグループに分かれ、一人になり事は無く各

グループ事に遊びを考えて楽しんでいました。その姿は今の昔も変わらない

姿に都会も地方も違いが無いことを学ばせてもらいました。 

 

3-3-①：参加者及び協力者等に今回の事業成果を作成します。 

3-3-②：40名の内 6名の発表がありました。（6名の発表内容を別紙に添付し

ます。） 

最後に、今回の事業で子供たちから学んだ事は、自然の内では人は笑顔でいる

時間が多く、不便と感じている事は、本当はあまり不便ではない事でした。初

めてだらけの体験、知らない土地へ行く事に不安はあったと思います。しかし

その不安は憶測で、自分で作りだした想像の世界が自分を不安にさせている

事でした。参加した 40名の子供たちを見ていると、大人が作り出した世界は

多くの問題を引き起こし、無垢な子供の感情を少しづつ染めているようにも

感じました。私共もこの事業を通じて、良い体験をさせて頂き、杉並区の寄付

をして頂いた皆様に心から感謝とお礼を述べさせていただきます。本当にあ

りがとうございました。 

 



第７号様式（第12条関係）

２　その他収入

Ⅱ　支出の部

①　助成対象経費

　⑤まが玉　@500×20人×2回

(6) 使用料及び賃借料

②　助成対象外経費（その他の経費）

　　支出合計　（総事業経費①＋②）

105,620 105,620

諸経費（計画外支出） 20,000 20,000

　⑦食材費（2日目昼食、飲み物代） 38,920 38,920

2,272,035 1,110,782 3,382,817

引率スタッフ旅費　＠10,480×2人×2回 41,920 41,920

スタッフ旅費　＠10,925×4回 43,700 43,700

(7) その他 　事務費 46,441 46,441

　②通信費 524 524

　①説明会等会場借用費 72,400 72,400

(5) 役務費 　①傷害保険＠1,000×20人×2回 40,000 40,000

20,000 20,000

　⑥化石用ゴーグル22個×1,080 2,376 2,376

　③ボランティア参加記念品代 36,220 36,220

　④プチクラフト　＠1,000×20人×2回 39,078 39,078

　②ハーネス　＠1,900×16個 30,400 30,400

　③プチジオトープ、プチジオポプリン材料費 40,000 40,000

　②報告書　＠253.66×200冊 50,732 50,732

(4) 物品購入費 　①ヘルメット＠2,675×20個×2回 107,000 107,000

　⑥スタッフ費　＠6,000×53人 318,000 318,000

(3) 印刷費 　①同チラシ　＠3.405×9,700枚 33,026 33,026

　④講師謝金　＠10,000×2人×2回 20,000 20,000

　⑤報告書編集費　＠6,224×14日間 87,136 87,136

　②事前調査等宿泊費　＠5,000×2人×8回 80,000 80,000

(2) 謝礼 　①事前調査車両謝礼（@30,000×8回） 240,000 240,000

　②地元協力者　＠6,224×11人＋＠3,112×5人 84,024 84,024

　　第2班 910,920 910,920

　　第1班 924,500 924,500

40,000

2,272,035 1,005,162 3,277,197

(1) 旅費 　①旅行代金

　　収入合計 3,382,817

項目 内容
金額

参加者（子ども） その他 項目合計

収　支　決　算　書
Ⅰ　収入の部

項目 内容 金額

１　助成金等 　次世代育成基金活用事業助成金 3,272,000

　①ガイド費　＠7,500×5人＋＠3,000×6人 55,500 55,500

企業支援 20,000

団体負担 50,817

参加費　＠1,000円×20人×2回
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